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（前年度比約８％　1億6,800万円の増）（前年度比約８％　1億6,800万円の増）
2020億億8,6008,600万円万円

村の村の
　令和５年度の一般会計・特別会計の
各予算が３月の第１回村議会定例会で
可決されました。
　令和５年度の一般会計の規模は20
億8,600万円で、前年度当初予算と
比較して１億6,800万円、約８％の
増となりました。

令和５年度の令和５年度の
一般会計予算

歳　出

歳　入

村税
1億4,153万円
（７%）

地方交付税
10億9,000万円
（53%）

県支出金
1億875万円
（５%）

繰入金
2億1,862万円
（10%）

村債
2億6,656万円
（13%）

その他
1億5,277万円
（７%）

国庫支出金
1億777万円
（５%）

総務費
3億8,823万円
（19%）

民生費
3億1,704万円
（15%）

衛生費
1億7,917万円
（９%）

災害復旧費
99万円
（０%）

その他
571万円
（０%）

農林水産業費
2億3,454万円
（11%）

商工費
1億7,214万円
（８%）

土木費
3億1,224万円
（15%）

消防費
7,655万円
（４%）

教育費
１億5,071万円
（７%）

公債費
2億1,371万円
（10%）

議会費
3,492万円
（２%）

労働費
5万円
（０%）
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予算が決まりました予算が決まりました
令和 5 年度に実施する主な事業等 令和 5 年度特別会計予算

村民１人当たりの予算額は

総務関係
旧庁舎解体工事実施設計業務委託料  1,000万円
庁舎警備業務委託料  646万円
水陸両用バス運行委託料  4,000万円
ダムツーリズム情報発信委託料  550万円

商工観光関係
グリーンパークもりのいずみ改修工事  2,000万円
観光プロモーション推進事業委託料  200万円
観光施設指定管理料  5,126万円
目屋観光協会補助金  1,275万円

農林関係
白神２期地区中山間事業負担金  3,485万円
中山間直接支払制度事業費交付金  1,798万円
多面的機能支払地域協議会交付金  1,082万円
薪ボイラー運転業務委託料  500万円

土木関係
除雪委託料  1,347万円
村道舗装補修工事（補助）  1,850万円
村道橋梁補修工事  3,700万円
除雪ステーション新築工事  1 億6,300万円

住民関係
後期高齢者医療広域連合療養給付費負担金  1,928万円
障害児施設給付費  1,152万円
社会福祉協議会運営補助金  1,298万円
保育委託負担金  7,847万円

教育関係
スクールバス運転等業務委託料  575万円
中学校教育事務委託負担金  2,037万円
学校給食業務委託料  562万円

消防費
弘前地区消防事務組合負担金  5,839万円

国民健康保険事業特別会計
� 1億7,474万円

介護保険特別会計
� 2億7,496万円�
後期高齢者医療特別会計
� 1,916万円�
簡易水道事業特別会計
� 1億5,800万円�
農業集落排水事業特別会計
� 7,700万円

1,655,556 円
（３月末現在 1,260 人で計算）

議 会 費 27,720円

総 務 費 308,123円

民 生 費 251,624円

衛 生 費 142,204円

労 働 費 45円

農 林 水 産 業 費 186,146円

商 工 費 136,624円

土 木 費 247,817円

消 防 費 60,754円

教 育 費 119,617円

災 害 復 旧 費 786円

公 債 費 169,611円

そ の 他 4,485円

合 計 1,655,556円�

歳　出

歳　入

村税
1億4,153万円
（７%）

地方交付税
10億9,000万円
（53%）

県支出金
1億875万円
（５%）

繰入金
2億1,862万円
（10%）

村債
2億6,656万円
（13%）

その他
1億5,277万円
（７%）

国庫支出金
1億777万円
（５%）

総務費
3億8,823万円
（19%）

民生費
3億1,704万円
（15%）

衛生費
1億7,917万円
（９%）

災害復旧費
99万円
（０%）

その他
571万円
（０%）

農林水産業費
2億3,454万円
（11%）

商工費
1億7,214万円
（８%）

土木費
3億1,224万円
（15%）

消防費
7,655万円
（４%）

教育費
１億5,071万円
（７%）

公債費
2億1,371万円
（10%）

議会費
3,492万円
（２%）

労働費
5万円
（０%）
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白神のまなびやより

　吸い込まれそうな青空を眺めながらいよいよ新
年度がスタートしました。保育園の庭には大空を
泳ぐこいのぼりもあがりましたよ。天を泳ぐ勇壮
な姿は自信に満ちて、本当に爽快な気分になりま
すね。
　４月3日、たしろ保育園の始園式がありまし
た。年中さんと年長さんによる、楽器演奏から始
まり、新入児の紹介とクラスの担任発表がありま
した。この日の子ども達は進級した意識を感じて
過ごしたようです。11日、年中さんは初めての
スイミング教室に参加してきました。水に慣れる
まで笑顔が見られなかった子ども達もすぐに笑顔
になっていました。年長さんと一緒に月２回、
フィットネスクラブ「ウイング」でスイミング教
室を満喫してくださいね。
　４月３日、児童クラブでスポーツクラブがあり
ました。児童クラブでの体育館の使い方やルール
の説明を受けながら、新年度スタートへ意欲が湧
いているようでした。11日、１年生だけの散策
をしました。ビジターセンターがリニューアルし
ており、館内をたっぷりと見学してきました。
　今年度もたしろ保育園と西目屋児童クラブの子
ども達が元気に成長していく姿をお届けして参り
ます。

～ねぷて　まなぐこすって　にぐらっとわらう　はなたらし～
＊眠い目をこすりながら　ニコッとわらう　鼻汁が出ている子ども

　たしろ保育園
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　西目屋小学校
　４月７日（金）、令和５年度
入学式を行いました。西目屋小
学校の新たな仲間として、かわ
いらしい新入生７名を迎え入れ
ました。これで、令和５年度の
全校児童数は、70名となりま
した。
　式の間、新入生は、とてもよい姿勢でお話を聞いていました。「１年生の紹介」では、担任の
先生に名前を呼ばれると、大きな声で返事をすることもできました。
　児童会会長の６年生前山 瑠南さんや２年生が、児童を代表して歓迎の言葉を発表しました。
新入生が入学して学校のお兄さん・お姉さんになった２年生は、ちょっぴり緊張しながらも大き
な声で歓迎の言葉を伝えることができました。
　式には、村長、教育長、PTA会長、村議会議員、教育委員、学校評議員、東目屋小学校長、
たしろ保育園長、なかの保育園長にもご出席いただきました。また、桑田 豊昭村長、大髙 僚教
育長、工藤 良樹PTA会長をはじめ、皆様からお祝いのメッセージをいただきました。ありがと
うございました。

やまうち じゅん
さん

たばた だいた
さん

たけうち ゆの
さん

こまい ゆりな
さん

たかはし ひな
さん

つしま みおり
さん

たかはし こはる
さん

新入生
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社会福祉協議会社会福祉協議会だより食育だより食育だより

西目屋

今月のいきいきポイント ～西目屋村子育て世代包括支援センターを開設しました～

こんなときはぜひご相談ください。

旬の山菜を食べましょう
　旬の時期に収穫された野菜は栄養価が高いだけではなく、
素材そのものの味や香りが強く、よりおいしく食べることが
できます。また、価格も安く経済的です。
　この季節、山野では山菜があちこちで顔を出してくること
でしょう。春の山菜には独特の苦みがありますが、この苦み
が春を感じさせてくれるだけではなく、体に刺激を与えて冬
に眠っていた体を目覚めさせてくれると言われています。

「春の料理には苦みを盛れ」ということわざがあるように、
春は苦いものを食べるとよいとされています。

春の山菜
ふきのとう　たらの芽
わらび　うど　たけのこ

山菜の健康効果
◆体にたまった老廃物を外に排泄する
◆新陳代謝を促す
◆老化防止
◆便通を改善し胃腸を整える

●初めての妊娠、出産…、不安がいっぱい
●赤ちゃんのお世話ってどうしたら良いの？
●赤ちゃんが泣いてばかりでイライラする
●病気になったらどこに連絡していいの？
●子育てが思い通りにいかない、誰か話を聞いて…など

　妊娠・出産・子育てが安心して行えるよう、4 月 1 日から役場住民課保健福祉係内
に「西目屋村子育て世代包括支援センター」を開設し、併せて「にしめや子育て応援
アプリ」を導入しました。
　保健師等がお母さんとご家族の相談に応じたり、切れ目のない支援を目指します。

　妊娠期から子育て期までサポートする、便利
なスマートフォン向けアプリです。
　健診の記録や予防接種時期のスケジュール管
理ができるほか、家族間でお子さまの成長記録
も共有できます。また、弘前市内の医療機関な
どの施設を検索したり、子育て情報も確認でき
ます。

歯っぴーデイ
５月８日（月）

歯ブラシを交換しませんか？
意識的に口の中をきれいにしてみましょう。

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。
●西目屋村役場住民課
　保健師／成田・茶谷　管理栄養士／稲宮
●西目屋村地域包括支援センター
　三上　☎ 85-2804

【開設時間】月～金　8 時 15 分～ 17 時
　　　　　 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
【開設場所】住民課　保健福祉係
　　　　　 ☎ 0172-85-2804

今月のいきいきDay

たべてくれてサンキューリ
　　　　　作者：戸澤　紗來

食育キャラクター
★ネーミング賞★

にしめや子育て応援アプリ（母子モ）注 目

二次元コードは
こちらです！

●問い合わせ・申込先
　社会福祉法人西目屋村社会福祉協議会
　西目屋村大字田代字神田57
　☎85-2255　（受付…平日　8時15分～17時）

　管理栄養士が献立したお弁当を自宅まで配送し
ます！メニューも豊富で毎日の食事が楽しみにな
ります！

好評好評
実施中!!実施中!! 見守り配食サービス

料　　金 配達日時
・おかずのみ…300円
・ごはん付き…350円

・毎日（1月1日～ 3日は除く）
・昼食…11時～12時
・夕食…16時～17時

メニュー例

●対象者
　西目屋村に居住し、以下の
いずれかに該当する方
①65歳以上のみの世帯
②心身の障害により買い物及び
　調理が困難な方
●利用に関しては　
　事前に登録が必要です。まずは下記連絡先にご連絡
ください。
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りよ消 だ防

原子力施設立地振興対策事業を
活用しました

◇申込み◇　第１回　５月 22 日（月）～ 26 日（金）
第２回　７月 24 日（月）～ 28 日（金）
第３回　９月４日（月）～８日（金）
第４回　９月 25 日（月）～ 29 日（金）
第５回　令和６年２月５日（月）
　　　　～２月９日（金）
消防本部予防課か最寄りの消防署・分署で受
付します。なお、申し込み受付期間内であっ
ても定員になり次第、受付を終了いたします。

◇受講料◇　講習料は無料ですが、事前に書店等でテキス
トを購入していただきます。

◇その他◇
新型コロナウイルス感染症対策のため、講習会はマスクの
着用をお願い致します。なお、感染拡大状況によっては、
安全確保の観点から中止や日
程変更の可能性があります。

▼問い合わせ先
　弘前消防本部予防課
　☎ 0172-32-5104

　４月～６月まで津軽地方の十四市
町村の自治体や観光関係者、JR東日
本が一体となって観光キャンペーン
を実施中です。道の駅津軽白神も参
加しており、特別企画として「白神
山菜フェア」を開催！お客様へ西目
屋・白神山地の魅力をお伝えしてい
きます！
<第１弾>　４月29日～５月７日
●会場：味な工房　　●時間：11時～ 14時
ゴールデンウィーク期間中は特別山菜白神そば、きのこ汁、山
菜炊き込みご飯など、特別メニューを「出店」で販売！

<第２弾>　５月８日～５月21日
●会場：レストラン　●時間：11時～ 14時
数量限定「特別天然山菜定食」をご提供！その他、山菜、きの
こを使用したメニューもトッピングが増量いたします！

更に、４月29日～５月21日は
ばっけ（ふきのとう）、ジェラートアイスの販売や、農産物直
売所の山菜販売コーナーを拡充！この機会に、是非春の味覚を
味わいに道の駅津軽白神へお越しくださいませ。

※白神山菜フェアで使用の山菜やきのこは西目屋村民の方より買取しご提
供しております。ご協力誠にありがとうございました。

白神山菜フェア白神山菜フェア
� 2023 開催� 2023 開催

津軽観光キャンペーン津軽観光キャンペーン
　 　 　「ツガル ツナガル」特別企画　 　 　「ツガル ツナガル」特別企画

◇と　き◇　第１回　６月28日（水）・29日（木）
第２回　８月 24 日（木）・25 日（金）
第３回　10 月５日（木）・６日（金）
第４回　10 月 31 日（火）・11 月１日（水）
第５回　令和６年３月 12 日（火）・13 日（水）
１日目…午前９時 30 分～午後４時 10 分
２日目…午前９時 30 分～午後４時 20 分

（２日間の受講が必要です。）

◇ところ◇　⃝第１回、第２回、第４回、第５回
　弘前市大字賀田一丁目 18 番地４
　岩木文化センターあそべーる「１階ホール」
⃝第３回
　黒石市追子野木一丁目 576 番地
　黒石消防署「２階講堂」

◇定　員◇　第１回、第２回、第４回、第５回／ 100 名
第３回／ 70 名

令和５年
３月末現在 救急 火災 救助 遭難

３月件数 10 1 0 0

累　 計 20 1 1 0

西目屋村災害発生状況

だより
白神公社

白神

甲種防火管理新規講習
� 該当する施設は受講を！

※講習についての詳細は弘前地区消防事務組合の
ホームページでも見ることができますのでご覧く
ださい。　（https://www.hirosakifd.jp/）

　この事業は、県内市町村の均衡ある地域振興の一環と
して、公益財団法人むつ小川原地域・産業振興財団が、
各市町村の特性を活かした事業に対して助成金を交付し
ているものです。
　令和４年度は、以下の事業に活用させていただきまし
た。

世界遺産入口周辺
整備事業

白神山地世界遺産登録エリア内にある
トイレの外壁や屋根を改修する工事費
に活用しました。

公共施設改修事業
西目屋村中央公民館の屋根形状を変更
する工事および杉ヶ沢研修センターの
屋根を塗装する工事費に活用しました。

観光施設用機械
購入事業 中型除雪機の購入費に活用しました。
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　津軽広域連合では、津軽の美しい自然や風景、地元のお祭り、歴史的なものを写真やイラストでお寄せいただき、簡
単なコメントと一緒に投稿していただける方を募集しています。

【募集テーマ】　①あなたのまわりの“季節を感じる”もの
　　　　　　　②まちで見かけた“時代を感じる”もの
　　　　　　　③あなたのまちの“奇祭・奇習”

【対　　　象】　関係８市町村に在住、通勤、通学されている方
　　　　　　　※関係８市町村：弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館村・西目屋村

【投 稿 方 法】　特派員登録後に簡単なコメントと写真やイラストを添えて、郵送か電子メールで投稿
　　　　　　　⃝郵送の場合、専用用紙と返信用封筒を送付
　　　　　　　⃝投稿はペンネームもOK　※詳しくは、ホームページをご覧になるか、お問い合わせください。

【レポートの公表】　�投稿レポートは「地域資源レポート」として、津軽広域連合ホームページ、
　　　　　　　　　公式フェイスブック・ツイッター・インスタグラム、津軽広域連合の広報紙で紹介します。

【問 い 合 わ せ 先】　〒036-8003　弘前市大字駅前町9番地20ヒロロ3階　津軽広域連合　総務課総務企画係
　　　　　　　　　☎31-1201　メール�rengou@tsugarukoiki.jp

地元の魅力を情報発信！地域資源特派員募集地元の魅力を情報発信！地域資源特派員募集

津軽地域の講師をまとめた人材バンク

ホームページ
二次元コード

西目屋村農地等災害復旧事業費補助金のお知らせ
　村では、昨年８月３日及び８月９日の大雨により被害を受けた農地等について、応急的に土砂の撤去や埋戻し
等を行う農家の方々に対し、令和５年度も引き続き予算の範囲内において西目屋村農地等災害復旧事業費補助金
を交付します。
　以下の対象農家要件を満たす方が補助対象者となりますのでご確認のうえ、申請してくださるようお願いします。

■対象農家要件
　村内に農地を有し、かつ、村税を滞納していない方で農地等の所有者・耕作者・管理者
■交付額
　農地を原形に復旧する事業とし、１か所（１筆）あたり上限40万円（千円未満切捨て）
■補助対象経費
　　自力施工の場合：機械器具使用料（バックホウ0.28㎥以下）� 10,000円/日
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （バックホウ上記以外）� 15,000円/日
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （運搬機械）�� � 10,000円/日
　　　　　　　　　　資材購入費（現状復旧作業に要した資材）� 実費分
　　業者施工の場合：業者に依頼した経費

※今年、事業の申請を予定されている方は、令和５年５月17日（水）までに下記の担当にご連絡くださるようお願いします。
■問い合わせ　役場産業課　西澤　☎85‒2801

　津軽広域連合の「津軽の名人・達人バンク」は、学校・
施設・団体・サークル・企業などの活動で講師が必要なと
き、目的に合わせて利用できように津軽地域の様々なジャ
ンルの講師をまとめた人材情報を紹介しています。
　講師をまとめた「津軽の名人・達人バンク登録者名簿」
はどなたでも自由に利用できます。

【利用方法】
　希望する講師を見つけたら、名簿に掲載されている連絡
先へ直接日程や費用などをお問い合わせください。

【指導内容一例】
　体操、ダンス、伝統工芸（こぎん刺し・津軽塗・金魚ね
ぷたなど）、フラワーアート、クラフト製作、健康づくり
の指導、生活に関する豆知識を学ぶ講座、など幅広い分野

の方々が講師として登録しています。
★自分の特技を講師として指導できる方も募集しています。
　個人と団体（企業・サークルなど）の講師登録ができます。
★�名簿は津軽広域連合のホームページからダウンロードで
きます。
★希望者へは郵送可能なのでお気軽にご連絡ください。
■問い合わせ先
津軽広域連合　総務課総務企画係
〒036-8003�弘前市大字駅前町9番地20ヒロロ3階
TEL�31-1201　
メール　rengou@tsugarukoiki.jp�
ホームページ　http://tsugarukoiki.jp/

ホームページ二次元コード

「津軽の名人・達人バンク」利用者募集！「津軽の名人・達人バンク」利用者募集！
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試験種類� 警察官A（大学卒業（見込））
受験資格� �平成３年４月２日以降に生まれた者で、

大学を卒業した方又は令和６年３月31
日までに大学を卒業見込みの方

受付期間� ５月８日（月）～６月16日（金）
第一次試験� �７月９日（日）［青森市、八戸市、弘前

市、さいたま市］
第一次試験合格発表　７月14日（金）※予定
第二次試験� ８月下旬［青森市］
最終合格発表�９月中旬
※詳しくは弘前警察署へお知らせください。
※弘前警察署～　弘前市八幡町3-3-2　☎0172-32-0111

　輸血を待ち望んでいる患者さんのために、献血のご協
力をお願いします。

１、 採血区分 全血献血（400ｍL献血）

２、 年　　齢 64歳まで（献血経験者は69歳まで）

３、 献血実施日 令和５年５月18日（木）
４、 受付時間 13時15分～16時00分まで

５、 場　　所 西目屋村役場駐車場内
（受付は役場１階玄関）

 留意事項 
★�当日献血ができるかどうかの判断等の問い合わせは、
青森県赤十字血液センター（☎017-741-1512）へお
願いします。
★�抗アレルギー薬（花粉症・鼻炎など）等をはじめ、当
日服用していても献血いただける場合があります。
★輸血歴のある方は、ご辞退いただいております。
★�海外からの帰国日から４週間以内の方は、献血をご辞
退いただいております。
　�それ以外にも問診により検診医が献血をお断りする場
合があります。

担　当　住民課住民係　　☎85-2803

警察官募集のおしらせ献血の協力者を募集します！！

　令和５年度の「狂犬病予防注射及び犬の登録」を５月
26日（金）に行います。
　犬を飼われている方は忘れずに各地区の実施場所まで
お越しください。
　なお、昨年以降、新たに犬を飼われた方も狂犬病予防
注射及び犬の登録手続きを行ってください。法律により
狂犬病の予防注射は毎年１回、飼い主が責任を持って必
ず受けさせなければなりません。（狂犬病予防法第５条）
　忘れずに受けてくださるようお願いします。

月 日 実　施　場　所 時　　間

５
月
26
日
（
金
）

居森平集会所前 ９：30～９：40
藤川集会所前 ９：45～９：55
村市消防屯所前 10：00～ 10：15
長面集会所前 10：25～ 10：35
大秋旧農協前 10：45～ 10：55
大白公民館前 11：00～ 11：10
大白温泉前 11：15～ 11：25

休　　　憩
杉ヶ沢研修センター前 13：10～ 13：20
旧役場車庫前 13：25～ 14：00

⃝料金　注射代　3,300円（注射済票札交付代含む）
　　　　登録料　3,000円（新たに犬を飼われた方のみ。生涯１回）
※�集合注射実施日に都合がつかない方や動物病院で注射を受ける方
は、病院へ問い合わせ、個別に動物病院にて受けてください。接
種後に接種済証をお持ちのうえ、住民課窓口までお越しください。
●注射済票札発行手数料　　550円
� ≪問い合せ先≫　役場住民課住民係　☎85‒2803

犬を飼われている方へ犬を飼われている方へ
～狂犬病予防注射のお知らせ～～狂犬病予防注射のお知らせ～

　令和５年６月１日（木）に特設相談所を開設
します。
　相談は無料、秘密は厳守いたしますので、近
隣・家庭内・職場・子供に関する悩みごと、ま
た、どこに相談したら良いかわからないとお困
りの方は、お気軽にご相談ください。
　その他、毎月15日にも相談所を開設してい
ますので、ご利用ください。

　⃝時　　　間　午前10時から午後３時まで
　⃝場　　　所　役場１階談話室
　⃝相談担当者　西目屋村人権擁護委員
　　　　　　　　　米澤　初雄　　三浦　啓子
　　　　　　　　西目屋村行政相談委員
　　　　　　　　　折戸　孔子
　⃝問い合せ先　西目屋村役場　
� ☎85-2111（代表）

人権特設相談所開設の
お知らせ

■本社 ／ ⻘森市三内字丸⼭393-270（⻄部⼯業団地内） TEL. 017-761-5301

■弘前営業所／ 弘前市大字神田3-2-3 (角弘弘前支店2F） TEL. 0172-35-0882
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募集種目 資格 受付期間 試験日

第２回
一般幹部候補生
（大卒程度試験）

22歳以上 26歳未満の者
20歳以上 22歳未満の者
は大卒（見込含）、修士課程
修了者等
（見込含）は 28歳未満の者

令和５年
３月１日～
令和５年
６月 15日
まで

令和５年
６月24日

第２回
一般幹部候補生
（院卒者試験）

20歳以上 28歳未満の者
修士課程修了者等（見込含）

第２回
幹部候補生
（歯科・薬剤
科試験）

専門の大卒（見込含）
20歳以上 30歳未満の者
（薬剤科は 20歳以上 28歳未
満の者）

技術海上幹部
技術航空幹部

大卒以上の者で、応募資格に
定められた学部、専攻学科等
を卒業後、２年以上の業務経
験のある者

令和５年
３月１日～
令和５年
５月 19日
まで

令和５年
６月19日

技術海曹
技術空曹

20歳以上の者で
国家免許資格取得者等

令和５年
６月16日

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の
免許取得者

令和５年
２月１日～
令和５年
６月８日まで

令和５年
６月23日

自衛官募集案内

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ
１　令和５年度の青森県後期高齢者医療保険料について
　保険料は、均等割額（被保険者全員が納める額）と所得割額
（所得に応じて納める額）の合計です。次の方は保険料が軽減
されます。

（１） 所得が少ない方の軽減
・同一世帯内の被保険者及び世帯主の所得額の合計に応じて、
均等割額が軽減されます。その要件が、次のとおり変わりまし
た。

（２）被用者保険の被扶養者であった方の軽減
・均等割額が５割軽減されます。（資格取得後２年間）
※世帯の所得が少ない方は、７割軽減が受けられます。
・所得割額の負担が免除されます。
令和５年度保険料に関する通知書は、７月にお届けします。
問い合わせ先：
　通知書に関すること　　　市町村担当課
　保険料軽減に関すること　青森県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　　　　☎017-721-3821

２　交通事故等にあったとき
　交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為によって
負傷され、被保険者証を使って治療を受けたときは、必ずお住
まいの市町村へ届出してください。また、自損事故や、業務中
の事故で労災が適用されない場合も届出が必要です。
問い合わせ先：�市町村担当課または青森県後期高齢者医療広域

連合　☎017-721-3821

令和４年度 令和５年度
世帯の所得額の合計 軽減

割合 世帯の所得額の合計 軽減
割合

43万円＋
（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下 ７割 43万円＋

（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下 ７割

43万円＋（28.5万円×被保険者の数）＋
（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下　 ５割 43万円＋（29万円×被保険者の数）＋

（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下　 ５割

43万円＋（52万円×被保険者の数）＋
（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下　 ２割 43万円＋（53.5万円×被保険者の数）＋

（10万円×年金・給与所得者等の数－１）以下　 ２割

職種　�消防職（Ａ）＝平成７年４月２日～平成14年４月１日
に生まれた者

　　　�消防職（Ｂ）＝平成14年４月２日～平成18年４月１日
に生まれた者

資格　�日本国籍を有し、採用時において弘前市、黒石市、
平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、田舎館村、西目
屋村に居住でき、矯正視力を含み両眼で0.7以上かつ
一眼でそれぞれ0.3以上、男性は身長おおむね
160cm以上、女性はおおむね155cm以上の人

採用予定　６名程度
第１次試験日　消防職（Ａ）＝７月９日（日）
　　　　　　　消防職（Ｂ）＝９月17日（日）
試験場所　弘前医療福祉大学（小比内三丁目）
試験科目　�消防職（Ａ）＝大学卒業程度の教養試験／各職種

共通＝適性検査、体力試験
　　　　　�消防職（Ｂ）＝高校卒業程度の教養試験／各職種

共通＝適性検査、体力試験
受験申込書の提出方法　職種により、受付期間が異なりま
す。
　受験申込書に記入し必要書類を添え、郵送または持参し
てください（受付は土・日曜日、祝日を除く午前８時30分
～午後５時）。
※受験申込書は消防本部人材育成課および各消防署で交付しているほ
か、弘前地区消防事務組合ホームページ（http://www.hirosakifd.
jp/）からダウンロードできます。
消防本部人材育成課
（〒036‒8203　弘前市大字本町２番地１　☎32-5109）

消防職員採用試験について
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男　性 585人（‒4）
女　性 675人（‒1）
合　計 1260人（‒5）
世帯数 546世帯（‒2）

R5.3月末現在　（　）は前月比

村の人口

令和５年４月届出分

戸籍
の窓

　「戸籍の窓」は原則として
「本籍が西目屋村にある方」
を掲載しています。掲載を希
望しない方また当村に本籍が
なくて掲載を希望する方など
がありましたら、必ず広報係
までお申し出ください。�

西澤　清志（92）…杉ヶ沢
澤田きん子（88）…田　代
桑田　忠孝（78）…村　市
三上　義信（84）…大　秋
村元　勝美（55）…居森平

おくやみ

「介護労働講習（実務者研修を含む）」
受講者を募集します

⃝開催期日　令和５年６月15日（木）～11月22日（水）
　　　　　　（105日間）10時～ 16時30分

⃝開催場所　青森市はまなす会館
　　　　　　青森市問屋町1-10-10
　　　　　　（駐車場無料）

⃝募集人数　38人

⃝対　　象　雇用保険受給者（ハローワークからの
　　　　　　受講指示を受けた方）

⃝受 講 料　無料（テキスト代、保険料は自己負担）

⃝申込締切　令和５年６月２日（金）
（定員に満たない場合、延長することが
あります。）

問�合�先　公益財団法人介護労働安定センター青森支部
　　☎017-777-4331
http://www.kaigo-center.or.jp/
shibu/aomori/

見え方等のお悩みに関する
「サテライト相談教室」

～見え方で気になることはありませんか？～

　見え方で困っている方の相談をお受けします。ご本人はもち
ろん、保護者、学校等における担任の先生など、お気軽にご相
談ください。

⃝と　き：5/11、6/15、7/13、9/14、11/9
　　　　　10時～ 12時　13時～ 15時
⃝ところ：弘前市教育センター（弘前市末広四丁目10-1）
⃝対　象：乳幼児から成人の方まで
⃝内　容：�板書が苦手、音読がうまくできない、物を斜めから

見るなど目の使い方への対処、見え方に配慮した育
児方法や便利グッズの紹介、学級における指導方法
など

　　　　　・費用は無料です。
　　　　　・個人情報は一切漏らしませんのでご安心ください。
⃝申し込み先：青森県立盲学校ロービジョン相談支援センター
　　　　　　　�事前にお電話で「見え方の相談」とご予約くだ

さい。
　　　　　　　�☎�017-726-2239
　　　　　　　月～金曜日�9時～ 16時（土日祝を除く）

農業集落排水に加入しましょう

　農業集落排水（下水道）は、水環境の悪化により
生態系などに様々な影響を及ぼす生活排水を集め
て、きれいな水に処理することによって、農業用排
水及び河川の水質改善を図り、快適な生活が送れる
ようになります。
　排水設備工事や水洗便所改造工事をする場合は、
役場建設課（☎ 85-2802）までご連絡ください。

村から皆さんへの
 大切なお知らせです。お ら知 せ

11

〈広報にしめや・2023.５月号〉



に しめや
ズームアップ

４月７日に西目屋村立西目屋小学校の入学式が行われ
ました。
今年度は男子３名、女子４名の計７名が入学し、少し
緊張しながら体育館へ入場してきましたが、ランドセル
に新しい教科書を入れてさっそく学校生活の準備をして
いました。
これから６年間、有意義な小学校生活にしてもらいた
いですね。

西目屋小学校入学式

令和５年４月７日子宝育成奨励金が児童４名
に支給されました。
将来、西目屋村発展の有用な人材になること
を期待しています。

【子宝育成奨励金支給対象者】

入学祝金（敬称略）

駒井優理菜（悠一　第２子）
田畑　大汰（勇次　第３子）
竹内　悠陽（亜実　第２子）
對馬　澪李（梨沙　第３子）

子宝育成奨励金支給子宝育成奨励金支給

先般、村議会の合意により、教育委員会の委員
に蝦名敦子氏が引き続き就任されました。今後と
も西目屋村教育環境発展のためにご尽力いただき
ます。

教育委員会委嘱状交付教育委員会委嘱状交付長寿祝金長寿祝金

　満 88歳になられた　満 88歳になられた
西澤道郎さん（田代）西澤道郎さん（田代）
に長寿祝金が手渡されに長寿祝金が手渡され
ました。これからもおました。これからもお
体を大切にして長生き体を大切にして長生き
なさってください。なさってください。
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新年度が始まり、4月から新しい環境で新しい生活をスタートした人も多いと思います。
私も、今年度から広報担当となりました。西目屋村を村内外へ発信できるよう頑張ります。

編集後記


